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東海大学付属第四 県立山形南
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 21 1 8 2 4 4 * (C) 7 0 2 3 3

5 2 0 1 0 3 5 * 37 3 13 2 2

6 * 0 0 0 0 2 6 6 0 3 0 1

7 * 10 0 5 0 2 7 * 9 0 3 3 2

8 6 0 3 0 2 8 * 0 0 0 0 1

9 - - - - - - - 9 0 0 0 0 1

10 - - - - - - - 10 0 0 0 0 0

11 - - - - - - - 11 1 0 0 1 0

12 * 5 0 2 1 2 12 * 26 1 10 3 3

13 - - - - - - - 13 2 0 1 0 0

14 * 18 4 2 2 3 14 3 0 1 1 0

15 11 3 1 0 0 15 2 0 1 0 0

73 8 22 5 18 0 0 93 4 34 13 13 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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東海大学付属第四 県立山形南73 93

2013年7月29日(月) 会場： べっぷアリーナ14:30

男子  １回戦
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鈴木　宏
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東海大学付属第四 県立山形南 

ここに貼り付け  立ち上がりは両チームともオールコートマンツーマンDefでスタート。県立山形南はフリースローや#12や#5のミド

ルシュートで得点、東海大学付属第四はペネトレイトからのパスを#7が合わせての得点や、#14の3ポイントにより反

撃。序盤から互いに点の取り合いとなり、第1ピリオドは両者譲らず21－21の同点で終了。第2ピリオド県立山形南は

#7のレイアップ、東海大学付属第四は#14の3ポイントで始まる。最初の得点以降3分間無得点だった県立山形南は残

り6分25秒で前半1回目のタイムアウトを取る。タイムアウト後、県立山形南は#12のジャンプシュートが決まるが、

東海大学付属第四はすぐさま#7、#5のシュートで反撃。県立山形南は残り3分、3－2ゾーンDefをひくが、東海大学付

属第四は#4のジャンプシュートによる連続得点などで突き放す。終了間際に県立山形南#7のスティールからのレイ

アップが決まるが、第2ピリオドは43－39で東海大学付属第四が4点のリードで終了。 

 後半開始直後、県立山形南は#5の3ポイントを含む連続7得点で逆転に成功。東海大学付属第四は残り7分12秒にた

まらずタイムアウトを取る。タイムアウト後も県立山形南の勢いは止まらず、#12のシュートや#5の3ポイントなどで

加点していく。一方ゾーンディフェンスを攻めあぐねていた東海大学付属第四は、#15や#14の3連続3ポイントシュー

トで追いすがる。結局第3ピリオドは県立山形南が64－56の8点リードで終了した。第4ピリオドは両チームともオー

ルコートマンツーマンでスタート。県立山形南は#6の連続ポイント、東海大学付属第四は#8の連続ポイントで互いに

加点していく。その後一進一退の攻防が続くが、東海大学付属第四は残り7分から約4分間ノーゴール。残り3分47秒

で東海大学付属第四は最後のタイムアウトを取り、#12の3ポイントやレイアップシュートなどで反撃に出るが、最後

は県立山形南が追いすがる東海大学付属第四を93－73と突き放し2回戦に駒を進めた。 

  

  

  


